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マツカワは北海道沿岸に生息する冷水性の異体類で，

天然資源が減少したため，長い間ほとんど漁獲されるこ

とがなかった。本種は成長が速く，単価が高いことから，

有望な栽培漁業対象魚種とされ，資源増大を目指して人

工種苗放流が行われている。その結果近年，本種の漁獲

増が顕著に見られ，種苗放流の効果によるものと考えら

れている１）。放流効果の算定には，放流魚の回収率を算

出する必要があるが，そのためには漁獲物の年齢を決定

しなければならない。異体類の年齢査定は耳石の輪紋数

によって行われていることが多い２）３）ため，マツカワに

ついても，耳石の輪紋数が年齢形質として利用できるか

どうかを検討した。報告に先立ち，標本入手でご協力を

いただいた，日高，胆振および渡島の各地区水産技術普

及指導所，沿海の市町村，漁協の関係各位に謝意を表す

る。

材料と方法

耳石の観察には，１９９４～２００１年に，北海道日高支庁か

ら渡島支庁までのえりも岬以西海域で漁獲されたマツカ

ワ１，１２７個体を用いた。耳石は水に浸漬した状態で落射

光をあて，実体顕微鏡を用いて観察した。輪紋数の観察

では，耳石中心の不透明部分は計数から除き，外側に向

かって各不透明帯の内縁を基点に計数した。また，縁辺

部の状態を観察し，透明帯で終了しているか不透明帯で

あるか判別した。さらに，これらの標本中のうち，外部

標識が残存していた個体を用いて，標識履歴から得られ

た年齢と耳石輪紋から判断した年齢とを比較した。な

お，年齢基準日は種苗生産の工程と月別漁獲量，統計の

取りやすさを勘案して４月１日とした。
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表１ 耳石解析に用いた標本数
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結果と考察

今回の解析に用いた標本の再捕年と再捕月を表１に示

した。標本の確保は漁業の影響を受けるので，月別の標

本数は必ずしも一定ではなく，特に１～４月および８～

９月の標本は少なかった。なお，今回の解析に用いた個

体はすべて人工種苗放流魚であった。

図１に月別の耳石縁辺部の観察結果を示した。ただ

し，１～４月の標本数はきわめて少なかったため合算し

た。耳石縁辺部が不透明帯である個体は周年にわたって

出現したが，出現率が５０％を越えたのは６月と７月の標

本のみであり，残りの月はすべて２０％以下であった。特

に，９～１２月にかけての縁辺部不透明帯の出現率は０～

５％できわめて少なかった。これらのことから，マツカ

ワでは耳石の不透明帯は１年に１回，６～７月を中心に

形成されると考えられた。

図２に耳石輪紋の形成過程と年齢との関係を示した。

不透明帯の形成がほぼ終了している９月以降の標本につ

いては，不透明帯の数がそのまま年齢となる。しかし，

年齢の切り替えが４月１日であり，不透明帯の主形成時

期の６～７月とは時期的な相違がある。したがって，４

～８月位まではまだ不透明帯の形成が完了していない場

合があり，その際は不透明帯数＋１が年齢となる。その

ため４～８月頃までに得られた標本は縁辺部の状態をよ

く観察し，不透明帯が形成中であるのか，形成が終了し

た直後か，あるいはまだ未形成であるのかを不透明帯の

形成間隔や縁辺部透明帯の幅などをもとに判断して年齢

を査定する必要がある。

次に，外部標識によって年齢が確定している１６９個体

を用いて，個体別に耳石輪読による推定年齢と比較した

（表２）。その結果，１歳魚と２歳魚では両者の適合率

は９０％以上と極めて高く，３歳魚では適合率はやや低下

し８０％となった。耳石輪読により判断が誤っていたの

は，１歳魚で実際の年齢より高く２歳と査定された事例

と２歳魚以上で実年齢より低く査定した事例があった。

１歳魚の場合は，最初に形成される不透明帯の幅が越冬

（冬期間は加温）飼育魚で広くなる傾向（高谷，未発表）

があることから，この部分の不透明帯の形状によって２

本の不透明帯と誤認される場合があること，また，２齢

以上で実年齢より低く誤査定されるたのは，高齢になる

にしたがって不透明帯幅が狭くなるために，縁辺部近く

に不透明帯が形成されている場合にはこれを見落とした

ためであると考えられた。このような点に注意する必要

はあるが，標識履歴から得られた年齢と耳石輪紋から判

断した年齢の組成には有意差は認められなかった

（Kolmogorov-Smirnov 検定，p＜０．０１）ことから，

マツカワにおいては，耳石輪紋の計数による年齢査定が

可能であると判断された。
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図１ マツカワ耳石の縁辺部の観察結果

図２ マツカワ耳石の輪紋と年齢
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表２ 外部標識から決定された年齢と耳石輪読から推定さ

れた年齢の比較（表中の数値は個体数）
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